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活発であったし,塩沢君夫さんや藤瀬浩司 さんの経済史のゼ ミもあった.ま た,正969年
まで教養部におられた廣松渉さんの影響 も強 く残っていた。私はマルクス学をするには,
最適の場を得ることが出来たと.今も思っている。








































ていた。に の頃,先 生は国家論を執筆 される意図をおもちだつたが,そ れが原稿に
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序が脅かされた危機の局面において,人 々に,社 会的結合 とい う基礎 にたちもどって
ルールを変更することを許ず変革の理論でもある。社会契約はつねに現在のことがらで
あり,それはつねに再契約あるいは再審理なのである。個人が市民となり,社会が自己
決定をおこないうる市民社会になるのは,こ の契約=再 契約のプロセスにおいてである。
先生が,ケ ネーの 「経済表」やマルクスの再生産を構成する循環運動のなかに見てとら
れたのは,政治思想家ルソーの契約=再契約の論理に共通する秩序の形成と変革の論理
であった。
最後の10年の先生は,元気に活躍されているように見えたかも.しれないが,本 当は
痛々しいほどの身体の障害に悩まされていた。失明に近い状態に陥られ,読 むことも書
くこともできなかったことも何度 も経験された。それでも,先生は自分の話を聴いて く
れる若者がいるときけば,よ ろこんでそこに足を運ばれた。神奈川大学を辞めたあと鹿
児島経済大学に呼ばれるまでの間にi年 ほど専任職をもたない期間があったが,そ のと
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き客員教授をされていた立命館大学(産 業社会学部)で 若い大学院生たちに研究会によ
ばれたことがあった。その時,先 生は手書きのレジメを示 して,両眼の支障のため読む
ことも書 くこともできずに過ごした数十日のあとの最初の書き物がこれですと言われて
話 しはじめられた。息をはずませてご自分の学問的探究を語られて,延 々三時間近くに
もなった。そのあとの懇親会で若い大学院生に囲まれた先生の顔には.こ ぼれるほどの
笑みがあった。
父祖の地にある,しかも経済.系私学として九州随一の歴史のある鹿児島経済大学から
学長就任の要請があったとき,先生はそれを光栄 として引き受けられた。薩摩隼人を.教
.えるのだと喜ばれていた。大学の人には鹿児島で死んで もいいとまで言われたらしい。
1年後にそのとおりになった。いま私の手元に,今年度に予定された学長講義のシラバ
スがある。テーマは 「現代における市民社会と国家」。
鹿児島での葬儀は密葬 とされていたが,最 後のお別れをするためにかけつけたゼミ生
は二十名近 くを数えた。ゼミ生ぽ郊外の火葬場への同行 も許された。雛の節句とはいえ,
春はまだ浅かった。享年72歳,戒名,経 学焼接法清明居士。合掌。
